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【3 月の定例会報告】3 月 1 日(土）19：30～ 

◇防犯カメラについての説明（業者より） 

各棟独自で設置希望があれば（公社の許可有・棟で検討） 

◇代議員総会準備（4／20） 

 委員会ごとに議案書掲載の報告を作成。新旧役員が出席。 

◇新旧役員の引継ぎ（3／30 19：30～） 

 引継ぎのための書類・用品を準備。（返却するものも） 

◇一斉清掃について （3／9） 

 自転車の整理についての対策を各棟で。 

◇災害ボランティアセンター立上訓練（3／8 9：00～） 

 団地から 10 名程度参加の要請。（参加者決め）   

◇協賛団体との会合について（3／2） 

 活動の様子を聞き、来年度助成金の参考にする。 

◇「絆会」について 

 行事に「絆会」が協力。役員を離れても登録して協力を。 

◇その他 

・公社との会合（2／21） 諸問題について意見交換。 

駐車場問題については合同で警察と話をする。 

◇各棟情報交換 

①１０階の一人暮らしの方が倒れ、レスキューで救助。 

【３月の行事】 

・もちつき大会(ウィズユース)3／16 ・新旧役員引継ぎ（各棟・各役務で） ・中央役員引継ぎ 3／30  19:30～ 

 ～ 春を待つ ～   

 

 今年は３月に入っても寒い日々が遠のくこともなく、「いつまでも寒いですねぇ」という挨拶で始

まることが多かった。毎回、気候のことを繰り返し載せてきた気がするのだが、昨今、例年になく

と表現されるように、異常気象が続いているようだ。夏の暑さ、冬の寒さは、四季のはっきりして

いる日本では当然のこととしても、それがいつまでも強く続き、待ち望んでいる穏やかな気候の春

と秋が少ないと思うのは気のせいだろうか。春の芽吹きの季節は、寒さから解放されて、そこかし

こに新しくなっていく事象がとても大切なことに思える。そして実りの秋。一通りなし終えた充実

感を伴いながら寒さを迎える前の穏やかなひと時、運動や芸術の秋と呼ばれるロマンあふれる季節

も魅力だ。そんな貴重な春秋の季節が短くなったと感じるのは思い過ごしか。 

 いよいよ２５年度も終盤。各棟の役員をはじめ中央役員もその役目を解かれる時期となった。会

員の皆様のご協力を得、努力をしてきたつもりでも、会員の方々には不満もおありのことだろう。

ボランティアで、それぞれの仕事、生活を抱えての役目遂行であれば、気持ちはあれもこれもと思

っても実現には至らないことのほうが多い。その辺は寛容の心でご容赦をいただきたい。 

各棟、各階ごとの役員を順番に選出するのが一般的であっても、棟・階の事情は様々で、皆さん

ご苦労をされていると思う。２６年度の役員も決まり、４月２０日の代議員総会をもって正式にバ

トンタッチされるが、実質的に４月１日から、いや、２月、３月あたりから準備の引継ぎ等が行わ

れている。 

２６年度も様々な問題があることと思われるが、倍旧のご協力をお願いしたい。 

 

 

❤「絆」を昭島市自治会連合会のホームページにＵＰ！ 

 昭島市自治会連合会ＨＰ➜自治会紹介➜14ブロック(拝島団地) 

≪中央役員の活動≫（2 月の活動報告です） 

＊定例会準備会（三役）１月 31 日 14：00～ 

＊2 月定例会（全中央役員）1 日 19：30～ 

＊会議（三役・関係者）5 日 18：30～ 

＊自治連常任委員会（会長）6 日 19：00～市役所 

＊警察へ相談（三役・関係者）７日 10：00～ 

＊コピー機点検（書記）10 日 10：30～ 

＊会計資料作成（三役）10 日 18：30～ 

＊明日をつくる協議会（会長）12 日 10：00～ 

＊会計説明会(各棟新会長･会計／三役)16 日 18：30～ 

＊集会所管理・清掃（管財正副委員長）各会合時他 

＊集会所清掃（管財委員会）第 1・第 2 集会所 

＊その他会議（三役）各会議・行事の前後 随時 

＊用品購入・通知作成送付・連絡（三役）随時 

＊回覧作成・配布／委託回覧配布（書記）随時 

＊その他、対外的催しには関係者が随時参加 
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[２５年度中央役員の皆さん〕一年間ご苦労様！ 

（定例会外の撮影で全員集合が出来ず、右に掲載）     

 ＊一年間の役目を終えて＊ 

 各棟の役員が毎年決まり、そこから会長・副会長が中央連合自治会の役員として各委員会の正副委員長

となり、それぞれの役目を果たすことになります。中央にはそのほかに三役（会長・副会長／一般・特別

会計／書記）が、現役を含め３年間の中央役員経験者によって、推薦方式で選出されます。 

この陣容が拝島団地の自治会役員となるわけですが、実際にやってみると、各棟でも月１回の定例会、

自治会費の集金に始まり、ごみ集積所の管理、蛍光灯の交換等々、今まで無関心に過ごしてきたことに申

し訳ない気分になることもあります。そして、棟の会長・副会長は中央に毎月第１土曜日夜の定例会に参

加し、各委員会の責任者となり、行事をはじめ様々な役目を果たします。三役は、各会合前の準備、行事

の準備のための準備、さまざまに持ち込まれる問題での三役会議、公社との交渉、市や自治連との連絡等々

があり、特に会長は団地の代表として各種会議、行事に出席する回数も他の役員より多くなります。 

こんなことをご披露すると、「あー、やりたくない」と思われて、何とか理由をつけて逃れたくなる方も

いるかもしれません。でも、その集金されたお金で蛍光灯を購入したり、電気料として水道の各家庭への

配水・エレベーターの運行と照明・通路蛍光灯照明に支払われたりと、団地の生活が普通に送れるために

はこの役目が必要なのです。ただ、役員は煩わしいだけでなく、副産物として、今まで出会っても知らな

い人ばかりと思っていた方も、知り合いが増え、挨拶を交わすことも多くなるなど、この団地に住んでい

ることの愛着もわくという良い点も出てきます。行事の手伝いでは楽しみもあり、参加者の笑顔を見ると、

やってよかったという気分になります。そうなると、ちょっぴり顔つきも変わってくるものです。 

拝島団地が「終の棲家」と思って大事に過ごしたいという人も多いと聞きます。日常生活で不便を感じ

ている方、ご不自由なことがある方には協力して手を貸して差し上げるなど、自助・共助で減災を図り、

清々しい気分でいい顔をして暮らせるような団地でありたいですね。 

 

～ 伝言板 ～  団体・サークルのお知らせなどがありました

ら、内容をメモして自治会集会室前のポストに投函または中央自

治会役員に直接お渡しください。毎月末締切・翌月号に掲載です。

（紙面の都合上、内容の整理があります。ご了承ください） 

「絆」に対するご意見・ご希望などをお寄せください。（お知らせ

と同様、自治会ポストへ） 

編集後記 

今月号で丸２年、24 号の発行です。 

1 号の白黒印刷から始まり、多少レイアウ

トも考え、写真も加えて、皆様が目を向けて

くださるようにと思いながらの「絆」制作で

すが、どのようにご覧いただいていますか？ 

もっと身近なこと、興味のあることを掲載

したいのですが、なかなか思うようにいきま

せん。今後、どういう方向がいいのか、暗中

模索の日々です。     ― Ｋ ― 

「絆」を配布 

毎月配ってほしい方は、役員に一声かけて。集合ポストに配布

します。棟の役員が会費の集金に伺った時などいつでもどうぞ。 

 

 

 


